
（別紙３）

～ R6年　11月　22日

（対象者数） 47人 （回答者数） 35人

～ R6年　11月　８日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個々のニーズと特性をふまえた活動

2

インターネットやSNSを使った活動報告

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

相談や活動のしやすい環境づくり。
活動によっては、公共施設を借りるなど対応する。

2

職員のスキルアップ研修など研修体制を整える。

3

小集団の中で、人と関わりがもてる支援 ・社会に出る力をつける活動（ソーシャルスキルトレーニン
グ）
・リーダーを決め活動の中心になってもらったり、相手と
相談したり協力する活動（協力ゲーム）
・季節を感じられるイベント

活動報告 毎月のお便りやLINEで活動写真を送り、こどもの様子を
知らせている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

スペースが狭いことや、児童発達支援教室と活動部屋を共有し
ていること。

活動の入れ替わりや部屋の準備などの難しさがある。

職員研修が不十分。 職員の専門性やスキルアップ

R6年　11月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R6年　12月　６日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名   放課後等デイサービス PIECEぐるっぽ

○保護者評価実施期間 R6年　11月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


